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Abstract : Objectives: The purpose of this study was to clarify the long-term effects of equine-assisted activities and 
therapies on psychological aspects, daily life, physical strength, and posture. 
Methods: We conducted a questionnaire survey of parents of children with disabilities to investigate changes in their 
children’s psychological, daily life, and physical aspects. 
Results and Discussion: It was shown that interpersonal relationships, problem behavior, and personality improved with 
equine-assisted activities and therapies, and it was also effective in reducing stress. Those who continued activities and 
therapies for a longer period of time improved their positivity, independence, concentration, and self-esteem. It was also 
found that the effects on physical strength and posture will not be seen unless the activities or therapies are continued for 5 
years or more.
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1． はじめに
馬介在活動及び療法に関する研究は近年増えつつあ

る。身体面に対する効果（新開谷他 2020）と心理面
に関する効果に関する報告（林原他 2017），日常生活
動作への影響への報告（Lee and Yun 2017）等がみ
られる。子どもに関する研究も増加傾向にあり，保護
者による子どもの評価の報告等がある（千賀 2021）。
千賀の研究では馬介在活動及び療法の平均経験月数が
44.8 ヶ月の対象者での調査であったが，今回は 5 年

以上の経験者と 5 年未満の経験者の群で長期的に馬
介在活動及び療法を行うことで，心理的・身体的に違
いがあるのかどうかを調べた。今回調査した施設では
長期の継続者も多く，施設に通う子どものおおよその
中央値の 5 年を基準として 5 年未満と 5 年以上の群
で比較した。また，子どもの長期間の研究では，10
か月馬介在活動をおこなって，自尊心と注意欠如多動
性障害児の自己統制力が向上したという報告がある。
この報告では 4 か月以上おこなった者に馬介在活動
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の 効 果 が み ら れ る と 報 告 し て い る（Hayashibara 
2022）。今回，障害を持つ子どもに対する 4 か月以上
の馬介在活動及び療法の効果のうち，5 年未満の継続
者と 5 年以上の継続者とで心理的・身体的変化につ
いて保護者を対象に調査した。 

2． 方法
2-1． 対象者

障害（種類は問わない）をもつ子ども（年齢は 7
歳～ 18 歳まで）の保護者を対象とした。乗馬クラブ
が経営している放課後等デイサービスで作業療法士等
が実施する馬介在活動及び療法に参加する子どもの保
護者を対象とした。
2-2． 手順
実施方法

施設にアンケート用紙を送付し，施設の方に，対象

（馬介在活動及び療法を 4 ヵ月以上行っている者，障
害の種類は問わない）に当てはまる子どもとその保護
者をランダムに男性 25 名，女性 25 名ピックアップ
してもらい，アンケートの内容を説明してもらい，同
意が得られた者を研究対象者とした。施設の者がアン
ケートを配布し，回収した。

馬介在活動及び療法は，放課後等デイサービスにて
児童指導員及び作業療法士が関わって，乗馬，馬のブ
ラッシング等の手入れ，エサやり，厩舎掃除等のプロ
グラムをおこなった。
2-3． アンケート質問内容

診断名，馬介在活動及び療法の経験年数，頻度，馬
介在活動及び療法以外のリハビリテーションの有無，
馬介在活動及び療法を楽しんでいるか，の質問の後，
表 1 のとおりの質問を行った。Q1 ～ Q5，Q7 ～ 10，
Q12 ～ 19 は「そう思う」「どちらともいえない」「そ

表 1　アンケート内容と回答
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う思わない」の 3 択，Q6 は問題行動はありますかの
質問に「はい」「いいえ」の 2 択，Q11 はそれはどの
ような変化ですかの質問に対し，自由記述とした。答
えにくい設問は答えなくてよいことを記載し強制力が
加わらないよう工夫した。アンケート回収は研究と関
係のない事務職員が行うこととした。またアンケート
は記入後，施設から大学にまとめて返送してもらっ
た。
2-4．　結果の分析

本研究では，馬介在活動及び療法を 4 ヵ月以上行っ
ている者を対象としているが，データ分析の際には，
馬介在活動及び療法を行っている期間を調べた結果，
5 年をおおよその中央値とし，長い期間の方が多かっ
たため，5 年未満の者と 5 年以上の者とを比較するこ
ととした。データ分析は，Χ2 検定を用いて 5 年未満
の者と 5 年以上の者の良い変化がみられた人の割合
の有意差を調べた。有意水準は p ＝ 0.05 とした。統
計解析には SPSS ver.28 を使用した。自由記述の内
容は，自由記述内容に基づいて，質的分析手法である
主題（テーマ）分析を用いた。分析に際し，筆者以外
の作業療法学専攻学生 2 名による確認を得て，複数
の分析者による分析や解釈の意見が異なる場合は合意
が形成されるまで議論を行った。
2-5．　倫理

アンケートを行った施設は「動物の愛護および管理
に関する法律」を遵守した条件下で飼育管理され，動
物の福祉に配慮している施設である。また，本研究は
星城大学研究倫理専門委員会において承認（承認番号
2023O0008）された後に実施した。

3． 結果
3-1．　回収率及び対象児の属性
3-1-1．　回収率

50 名にアンケートを配布するよう施設の方にお願
いし，30 名のアンケート結果を回収した。そのうち

馬介在活動及び療法の期間が未記入だったもの，同意
の欄に記入がなかったものを除いた 27 名のアンケー
トを解析対象とした（回答率 54.0％）。
3-1-2．　対象児の属性

5 年以上馬介在活動及び療法を続けているものが
14 名，5 年未満の者が 13 名であった。対象者の疾患，
馬介在活動及び療法の頻度は表 2 に示した。
3-1-3．　乗馬以外のリハビリテーションの有無

5 年以上の者も 5 年未満の者も乗馬以外のリハビリ
テーションを行っている者が 6 名で，有意差は見ら
れなかった。
3-2．　馬介在活動及び療法の実施状況
3-2-1．　馬介在活動及び療法の頻度

週に 2 回が 1 名，週に 1 回が 14 名，2 週に 1 回が
9 名，月に 1 回が 1 名で，平均は週に 0.8 回であった。
群ごとの頻度は表 2 に示した。
3-2-2．　馬介在活動及び療法を楽しんでいるか

5 年以上の者も，5 年未満の者も全員が楽しんでお
こなっていた。
3-3．　馬介在活動及び療法による影響
3-3-1．　生活リズム

生活リズムへの良い変化がみられた対象者は 5 年
以上で 14％，5 年未満で 46％であり，有意差は見ら
れなかった。
3-3-2．　睡眠時間

睡眠時間への影響は 5 年以上で 14％，5 年未満で
46％であり，有意差は見られなかった。
3-3-3．　外出頻度

外出頻度への影響は 5 年以上で 53.8％，5 年未満で
30.8％であり，有意差は見られなかった。
3-3-4．　手伝いの頻度

手伝いの頻度への影響は 5 年以上で 42.9％，5 年未
満で 61.5％であり，有意差は見られなかった。
3-3-5．　問題行動の減少

問題行動がある者のうち，問題行動が減少した者は

表 2　対象者
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5 年以上で 50％，5 年未満で 80％で有意差は見られ
ず，どちらも高率で問題行動が減少していた。
3-3-6．　学校の成績

学校の成績が向上した者は 5 年以上で 28.6％，5 年
未満で 23.1％であり，有意差は見られず，どちらも
それ程学校の成績には関係しないことが分かった。
3-3-7．　対人関係

対人関係への影響は 5 年以上で 64.3％，5 年未満で
53.8％であり，有意差は見られなかった。対人関係に
良い結果が出ることが分かった。
3-3-8．　友人関係

友人関係が向上した者は 5 年以上で 35.7％，5 年未
満で 46.2％であり，有意差は見られなかった。
3-3-9．　性格

性 格 に 良 い 変 化 を も た ら し た 者 は 5 年 以 上 で
85.7％，5 年未満で 61.5％であり，有意差はなく，性
格に良い変化をもたらすことが分かった。具体的な性
格の変化の回答は，表 3 のとおりである。以下の項
目と被る回答もあるが，保護者の記載通り記載した。
3-3-10． 積極性

積極性が向上した者は 5 年以上で 50％，5 年未満
で 38.5％であり，有意差はなかった。

3-3-11． 自立性
自立性が向上した者は 5 年以上で 64.3％，5 年未満

で 38.5％であり，有意差はなかった。
3-3-12． 集中力

集中力が向上した者は 5 年以上で 57.1％，5 年未満
で 30.8％であり，有意差はなかった。
3-3-13． ストレス軽減

ストレス軽減した者は 5 年以上で 50％，5 年未満
で 76.9％であり，有意差はなく，ストレスが軽減す
ることが分かった。
3-3-14． 自尊心

自尊心が向上した者は 5 年以上で 71.4％，5 年未満
で 38.5％であり，有意差はなかった。
3-3-15． 得意なこと

得意なことがある者は 5 年以上で 64.3％，5 年未満
で 85.7％であり，有意差はなく，得意なことがある
ことが分かった。
3-3-16． 体力

体力が向上した者は 5 年以上で 78.6％，5 年未満で
33.3％であり，有意差があった。5 年以上継続すると
体力が向上することが分かった。
3-3-17． 姿勢

姿勢がよくなった者は 5 年以上で 78.6％，5 年未満

表 3　性格の良い変化の具体的回答（複数回答あり）
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で 38.5％であり，有意差があった。5 年以上継続する
と姿勢がよくなることが分かった。

4． 考察
放課後等デイサービスで馬介在活動及び療法を行っ

ている子どもの保護者を対象に，子どもの心理面，日
常生活面，体力，姿勢における馬介在活動及び療法の
効果について調べた。アンケートの回収率は 54.0％
であった。馬介在活動及び療法歴が 5 年以上，5 年未
満で 2 群に分け，継続年数による効果の違いについ
ても調べた。5 年以上の群 14 名，5 年未満の群に 13
名とほぼ同じ人数になった。また，5 年以上，5 年未
満ともに自閉症スペクトラム，注意欠如多動性障害の
児が多く，週 1 回の頻度で馬介在活動及び療法を行っ
ている者が多かった。千賀らの報告では，馬介在活動
及び療法の頻度が 1 月に 1.33 回となっており，今回
の調査では 5 年以上の群でも 5 年以下の群でも馬介
在活動及び療法の頻度が多い結果となった。アンケー
ト回収の時期の問題もあるかと考えられるが，今回対
象とした施設は肢体不自由児の馬介在活動及び療法の
頻度が月 1 回であるため，アンケートの回収のタイ
ミングにより，今回のアンケートに肢体不自由児の保
護者が回答できなかった可能性がある。

調査前に，馬介在活動及び療法以外のリハビリテー
ションについて尋ねたところ，44.4％の者が乗馬以外
のリハビリテーションをおこなっていた。また，乗馬
を楽しんでいるかの質問にはすべての者が楽しんでい
るとの回答であった。44.4％の者が乗馬以外のリハビ
リテーションを行っていることから，今回の結果は馬
介在活動及び療法以外のリハビリテーションや生活に
おいての効果も十分に考えられる。しかしながら，長
期間続けられている活動でもあり，楽しんで行うこと
ができている活動であることから，馬介在活動及び療
法の効果も十分に考えられると判断し，以下考察す
る。

生活リズム，睡眠時間については，これまで乗馬後
はよく眠れるといった報告があったが（倉恒 2011），
5 年未満でそのような傾向がみられたものの，大きな
効果ではなかった。外出頻度に関しては 5 年以上で
外出頻度が増した傾向があったが，5 年未満と有意差
はなかった。

問題行動減少に関しては，馬介在活動及び療法は効
果がある結果となった。特に 5 年未満での減少が大
きい。しかしながら，問題行動がある対象者が少ない
ため，今後も調査を続ける必要がある。

学校の成績に関しては馬介在活動及び療法は大きな
効果はなかった。

対人関係ではよい効果をもたらす結果となった。5

年未満でも 5 年以上でも有意差は見られなかったこ
とから，馬介在活動及び療法を始めて浅い時期から良
い効果が表れ，持続することが分かった。友人関係に
関しては大きな効果はなかった。友人関係以外の対人
面での効果が大きいことが分かった。馬介在活動及び
療法には馬を使うため，子どもとの約束事（馬の近く
では大きな声を出さない等）がある。約束事を守って
馬介在活動を楽しむこと，順番を待つことなど対人関
係に役立つ活動が馬介在活動及び療法には含まれてい
ると考えられる。これらが対人関係に良い影響をもた
らしたと考えられる。

性格については，5 年以上でも 5 年未満でも有意差
なく良い方向に変わったという結果になった。特に思
いやりが持てるようになったり，自信を持って物事に
取り組めるようになったり，不登校が解消した等の変
化がみられた。また，積極性，自立性，集中力，自尊
心に関しては 5 年以上で半分以上が向上したと回答
し た。 特 に 自 立 性 は 64.3 ％ の 者 が， 自 尊 心 で は
71.4％の者が 5 年以上で向上していた。自分の力で大
きな馬を動かすことは，自立性，自尊心の向上につな
がる可能性があると考えられる。

またストレス軽減が 5 年以上でも 5 年未満でも多
くの割合でみられた。POMS を用いた研究からは 1
回の乗馬でも不安や葛藤が軽減することが明らかに
なっており（林原ら 2017），これを継続することでス
トレス軽減につながっていると考えられる。

また，得意なことがあるかの質問には 5 年以上で
も 5 年未満でも高い割合で得意なことがあると回答
していた。乗馬を行っていること自体が得意なことに
つながっている可能性もある。得意なことができると
自尊心の向上にもつながると考えられる。

上記のことから，馬介在活動及び療法により，対人
関係でよい効果があり，問題行動が減少し，積極性や
自立性，集中力，自尊心が向上し，性格もよくなり，
ストレスが軽減し，得意なことができたということに
なる。これらの心理的効果は，千賀らの保護者による
馬介在活動及び療法への期待とほぼ合致している（千
賀ら 2021）。保護者が馬介在活動及び療法へ期待する
ことを，子どもたちは馬介在活動及び療法の効果とし
て獲得しているということになる。保護者は馬介在活
動及び療法に満足を得ているのではないかと考えられ
る。 

最後に体力と姿勢については，5 年以上で有意差を
持って体力向上，姿勢向上がみられた。継続すること
で体力向上や姿勢向上がみられるということが分かっ
た。これまでの研究で 5 年未満でも姿勢や体力の向
上がみられたという報告もある（局 2013）。今回は保
護者の評価ということで，おそらく日常生活の中での
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姿勢や体力の向上を評価したものと考えられる。実際
の姿勢や体力の向上というよりは日常生活の中で活か
せる姿勢や体力の向上がみられたという評価だと推測
できる。

5． 研究の限界と今後の課題
アンケートの質問項目で，「良い変化はありました

か」と誘導質問となった可能性があり，公平な回答を
得られなかった可能性がある。また馬介在活動及び療
法以外のリハビリテーションを受けている児が 44.4％
おり，馬介在活動及び療法以外による効果も反映され
ている可能性がある。また肢体不自由児の回答が少な
い。バイアスがかかっている可能性も考えられる。

6． 謝辞
アンケート配布，回収いただいた施設の方，アン

ケートにご協力いただいた保護者の方々に深謝いたし
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保護者が認識する障害児に対する馬介在活動及び療法の長期的効果

林原千夏 1）・鈴木正太 2）・新海浩太 3）

1）星城大学リハビリテーション学部作業療法学専攻
2）第一なるみ病院
3）西知多リハビリテーション病院

（2024 年 2 月 22 日受付 /2024 年 4 月 19 日受理）

要約 : 目的：馬介在活動及び療法の長期的な心理面，日常生活面，体力，姿勢についての効果を明らかにすることを目的と
した。方法：障害を持つ子どもの親を対象に，心理的・日常生活面，身体面の変化についてアンケート調査した。結果と考
察：心理面では，対人関係や問題行動の軽減，性格などに良い影響を与え，ストレス軽減にも効果があることが示された。
長く継続した方が，積極性，自立性，集中力，自尊心が向上することも分かった。体力，姿勢に関しては 5 年以上継続しな
ければ効果が出ないことも分かった。

キーワード : 馬介在活動及び療法，障害児，長期的効果
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